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市では、働く女性による、仕事と家庭生活を両立できる働きやすい環境を検討し、女性の活躍推進を目的

とする女性の活躍創造プロジェクトチーム『活働☆つばめこまち応援隊』を設置しています。メンバーは、市

内事業所従業員６名と市職員３名の９名で構成しており、女子会トークやスキルアップ講座の企画・提案などを

行っています。

『活働☆つばめこまち応援隊』は、今年度で活動3年目を迎えました。今までの活動の中で拾い上げた女性

たちの声を基に、女性が活躍する職場のあるべき姿を実現するために市が優先的に取り組むべき事項がま

とめられた提言書を市に提出いただきました。

今後、提言を参考に「就業を継続できる環境・仕組みづくり」「男女の役割分担意識の解消」「経営者による

明確なメッセージの発信」を推進していくことで、男女が共に働きやすい職場環境を実現し、燕市で働きた

い人が増えるよう取り組みを進めて参ります。

■ 廣川 智美リーダー （ツバメロジス株式会社）

■ 山﨑 聡子副リーダー （燕市役所 商工振興課）

■ 入澤 美恵子 （社会福祉法人吉田福祉会）

■ 岡部 奈美子 （協栄信用組合）

■ 清水 麻子 （パナソニック株式会社）

■ 田辺 美香子 （公益財団法人燕西蒲勤労者福祉

サービスセンター）

■ 渡部 千夏 （北越工業株式会社）

■ 大塚 小由紀 （燕市役所 子育て支援課）

■ 松井 寿子 （燕市役所 総務課）

活働☆つばめこまち応援隊構成メンバー

●第２回会議（6月21日）

・市・事業所・個人に取り組んでもらい

たいことを1つずつ確認し、取組案を

考えました。また、全体の構成につい

て意見交換を行いました。

●第３回会議（10月3日）

・提言内容を確認し、表現の修正や取

組案の追加・削除を行いました。

・今年度開催した女子会トークとスキ

ルアップ講座について、内容やアン

ケート結果の振り返りを行いました。

●第４回会議（12月12日）

・提言の表現方法について改めて協

議しました。また、提言に込めた思い

を話し合いました。

・来年度の女子会トークの実施方法

や、スキルアップ講座のテーマ・講師

について意見交換を行いました。

～女性の活躍創造プロジェクトチーム～
『活働☆つばめこまち応援隊』

●第５回会議（2月15日）

・来年度に向けて、女子会トークの実

施方法、スキルアップ講座のテーマ・

講師、活働☆つばめこまち応援隊の

体制や活動内容について意見交換

を行いました。

●提言書提出（2月15日）

・「女性の活躍推進に向けて～つば

めで働きたいひとを増やすための3

つの提言～」を市長へ提出しました。

その後、市長と懇談し、提言に込め

た思いや活動を振り返っての感想な

どを話しました。

●第１回会議（4月17日）

・提言に向けて、働く環境の現状や課

題を話し合い、市・事業所・個人それ

ぞれに取り組んでもらいたいことを

分類してまとめました。

・女性活躍推進フォーラムの実施内

容について意見交換を行いました。


